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去る12月21日（金）ゆうあいデイサービスのクリスマス会になかはま保育
園のキリン組の皆さんが手作りのサンタさんのメッセージカード持って来てく

れました。 

かわいらしい歌や踊り、利用者さんへの肩たたきのプレゼントもありました。 

「ありがとう！」「気持ちがいいよ。上手だね。」「名前は何というの？」な

ど目を細めながら、おじいちゃん、おばあちゃんとのほのぼのとしたコミュニ

ケーションの場となりました。 

思わぬ来客に「また、来てよ。待っているよ」と涙ぐまれる利用者さんの姿も見られ 

楽しく感動的なクリスマス会を終えることが出来ました。 

なかはま保育園の皆さん、先生方、本とうにありがとうございました。また、皆さんの 

キラキラした瞳に会いたいです。お待ちしています！   （デイサービス 末永 環） 

 

 

 
 

「来年は私、年女なのよ。」、「えっ何歳？」と言う会話をしながら、お一人お一人がんばって作られまし

た。最後はみんなで壁に展示しそれぞれの出来栄えを語り合いました。また、次への作品へ向けての意欲が

感じられる一コマでした。 

 

                          （ デイサービス 弘中憲子 ） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
                    

 

 

 

 

これまでにも何度か里に訪問されていた、大竹市松ｹ原小学校のみなさん６名と先生方４名が、１月

２２日にゆうあいの里へ訪問されました。 

歌・笛やトライアングルなどの楽器での演奏・劇を披露してくださいました。発表の場のためにみな

さん、毎日準備と練習と励まれたことでしょう。照明に工夫がこらしてあり、紙面では伝わりにくいの

が残念ですが、観客である里の入居者は深い色彩の動きに目を奪われておりました。 

新聞などで報道のあったように、松ｹ原小学校は３月で１３２年の歴史に終止符を打ちます。通いな

れた母校がなくなるのはさみしい気持ちがあるかと思われます。それぞれ松ｹ原小学校での思い出を大

切にしながら、４月からの日々を過ごしてほしいと願います。 

生徒さんが“松ｹ原について思うこと”を自分なりに表現してしおりを作っています。その中のひと

つを紹介します。「松ｹ原 自然いっぱい いい気持ち」 

松ｹ原小学校のみなさん、ありがとうございました。 （高野千春） 


